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正式名称
基準値

単位

磐磐田田
市市立立

総総合合
病病院院

スキ
ャニ

ング
不要

2004
検査

結果
案内

甲甲状状腺腺ホホルルモモンン分分泌泌調調整整にに関関与与ししてていいるるホホルルモモンンでですす。。甲甲

状状腺腺機機能能亢亢進進症症でではは低低くくななりり、、甲甲状状腺腺機機能能低低下下症症でではは高高くく

ななりりまますす。。

扁扁平平上上皮皮癌癌（（肺肺・・子子宮宮・・食食道道・・皮皮膚膚））でで高高値値でですす。。

遊離ﾄﾘﾖｰ
ﾄﾞ

ｻｲﾛﾆ
ﾝ

11..7711
～～33..
7711

ppgg//ｍｍ
LL

たたんんぱぱくく質質とと結結合合ししてていいなないい甲甲状状腺腺ホホルルモモンンでですす。。

遊離ｻｲﾛｷ
ｼﾝ

00..9900
～～11..
7700

扁平上皮癌

関連抗原

11..55以以
下下

nngg//mm
LL

nngg//dd
LL

甲状腺刺激

ﾎﾙﾓﾝ

00..44..～～
44..00

μμIIUU//mm
LL

甲甲状状腺腺機機能能検検査査

CCAA11
55--33

AAFFPP
ｱﾙﾌｧ

・ﾌｪﾄﾌ
ﾟﾛﾃｲ

ﾝ

SSCCCC

糖鎖抗原

CCAA11
2255

糖鎖抗原

3355..00
以以下下

UU//ｍｍ
LL

卵卵巣巣癌癌・・乳乳癌癌・・膵膵癌癌ななどどでで高高値値でですすがが、、炎炎症症性性疾疾患患・・子子宮宮

内内膜膜症症ななどどのの良良性性疾疾患患ででもも高高くくななりりまますす。。

前立腺特異抗原
44以以下下

nngg//ｍｍ
LL 前前立立腺腺にに特特異異的的でで、、前前立立腺腺癌癌・・前前立立腺腺肥肥大大ななどどでで高高値値。。

3311以以
下下

UU//ｍｍ
LL 乳乳癌癌のの再再発発・・転転移移発発見見とと治治療療経経過過ををみみるるののにに有有用用でですす。。

CCAA11
99--99

2200..00
以以下下

nngg//ｍｍ
LL 肝肝細細胞胞癌癌、、ααFFPP産産

生生腫腫瘍瘍、、肝肝炎炎、、妊妊娠娠後後期期にに高高値値でですす。。

PPSSAA

糖鎖抗原

3377..00
以以下下

UU//ｍｍ
LL 膵膵臓臓癌癌・・胆胆道道癌癌ななどどでで高高値値でですす。。

55..00以以
下下

nngg//ｍｍ
LL

尿尿蛋蛋
白白

健健常常人人ででもも少少量量のの蛋蛋白白はは排排泄泄さされれ、、起起立立性性蛋蛋白白尿尿、、運運動動・・精精神神的的スストトレレスス・・発発熱熱

ななどどででもも排排泄泄量量がが増増加加ししまますす。。主主ににネネフフロローーゼゼ症症候候群群ななどどのの腎腎疾疾患患、、ままたた心心疾疾

患患・・血血液液疾疾患患・・黄黄疸疸ななどどででもも高高値値ににななりりまますす。。

尿尿糖糖

免免疫疫
血血清清
学学的的
検検査査

消消化化管管癌癌にに特特にに高高値値でですすがが、、乳乳癌癌・・肺肺癌癌ででもも高高値値でですす。。

腫腫瘍瘍ママーーカカーー

項目

CCEEAA

尿尿検検査査

尿尿のの性性状状やや成成分分をを調調べべるる検検査査でですす。。

FFTT44

TTSSHH

FFTT33

複複数数ののママーーカカーーでで罹罹患患臓臓器器のの推推定定ををししまますす。。治治療療効効果果判判定定ににもも使使わわれれまますす。。

尿尿定定
性性検検
査査

定定
量量

健健常常人人ででもも少少量量((１１日日にに4400～～8855mmgg))尿尿中中にに糖糖がが排排泄泄さされれまますす。。糖糖尿尿病病・・腎腎性性糖糖

尿尿ななどどのの疾疾患患にに伴伴いい排排泄泄量量がが増増ええるる場場合合ががあありりまますす。。

抗抗原原抗抗体体反反応応をを利利用用ししてて、、血血清清中中のの抗抗原原ややホホルルモモンンのの量量をを調調べべるる検検査査でですす。。

解解説説

ススククリリーーニニンンググ検検査査でですす。。比比重重((通通常常11..001100--11..002255))：：ppHH（（通通常常44..55--77..55))・・定定

性性検検査査でではは通通常常陰陰性性のの蛋蛋白白・・潜潜血血((血血尿尿よよりり少少量量のの血血液液混混入入))・・白白血血球球・・糖糖・・ビビリリ

ルルビビンン・・ケケトトンン体体ななどどをを調調べべ、、腎腎・・尿尿路路系系疾疾患患のの診診断断にに役役立立ててまますす。。異異常常にによよ

りり、、定定量量検検査査でで精精査査ししまますす。。ビビタタミミンンCCななどどのの妨妨害害物物質質のの影影響響をを受受けけややすすいい検検査査

でですす。。

尿尿沈沈
渣渣

フフロローーササイイトトメメトトリリ--やや顕顕微微鏡鏡にによよるる検検査査でですす。。腎腎・・尿尿路路系系かからら検検出出さされれるる赤赤血血

球球・・白白血血球球・・上上皮皮細細胞胞・・悪悪性性細細胞胞・・細細菌菌・・結結晶晶ななどどのの細細胞胞やや有有形形成成分分がが、、どどのの程程

度度出出てていいるるかか検検査査しし、、尿尿路路系系疾疾患患やや消消化化管管出出血血ななどどのの診診断断にに役役立立ててまますす。。

癌胎児性抗原

　

ま
た
、
定
期
的
な
検
査
結
果
や
毎
年
の

健
診
結
果
で
は
、「
個
人
の
基
準
値
」
に
も

注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
検

査
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
自
分
の
基
準
値
を

把
握
し
た
上
で
、
そ
の
値
の
変
化
に
注
意

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

検
査
結
果
を
自
己
判
断
す
る
の
は
危
険

で
す
が
、
医
師
の
診
察
や
精
密
検
査
を
受

け
た
際
な
ど
に
、
現
在
と
過
去
の
デ
ー
タ

を
提
示
す
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
診
断
を
す

る
た
め
の
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

臨
床
検
査
科
(
中
央
採
血
室
)
で
は
、

患
者
さ
ん
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
主
な

血
液
検
査
項
目
の
意
味
や
特
性
、
基
準
値

に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
た
説
明
用
紙
「
検

査
結
果
の
ご
案
内
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市立総合病院からの
お知らせ

健幸幸
plus++

　

血
管
に
は
、
動

ど
う
み
ゃ
く脈

と
静

じ
ょ
う
み
ゃ
く

脈
が
あ
り
、
動

脈
は
組
織
に
血
液
を
送
る
管
、
静
脈
は
心

臓
に
血
液
を
返
す
管
で
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
と
は
、
下
肢
の
表
面
を
走

行
す
る
静
脈
の
弁べ

ん

不ふ

全ぜ
ん

・
異
常
に
よ
る
逆

流
現
象
を
病

び
ょ
う
た
い

態
と
し
て
、
立り

つ

位い

に
て
重
力

に
負
け
た
血
液
が
逆
流
し
、
静
脈
内
に
貯ち

ょ

留り
ゅ
うす

る
病
気
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
、
下
肢
の
だ
る
さ
・
浮ふ

腫し
ゅ

・
か
ゆ
み
・
こ
む
ら
返
り
を
伴
う
よ
う

に
な
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
「
皮
膚
炎
(
色し

き

素そ

沈ち
ん

着ち
ゃ
く)

や
皮ひ

膚ふ

潰か
い

瘍よ
う

」
と
な
り
、
日
常

生
活
に
制
限
を
伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
蜘く

も蛛
の
巣
状
・
網
目
状
・
側そ

く

枝し

型
・

伏ふ
く

在ざ
い

型
と
分
類
さ
れ
、
一
般
に
立
位
に
て

下
肢
の
静
脈
が
「
ぼ
こ
ぼ
こ
」
と
拡
張
す

る
の
が
、「
側
枝
型
」
と
「
伏
在
型
」
と

な
り
、
治
療
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
の
危
険
因
子
と
し
て
は
、

「
肥
満
・
遺
伝
・
女
性
・
高
齢
・
妊
娠
(
出
産
)・

長
時
間
の
立
位
・
外
傷
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
人
女
性
で
は
約
４
人
に
１
人

が
罹り

患か
ん

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
症
状
に
応
じ
て
、
軽
い
場
合
は

弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
着
用
を
、
重
い
場

合
は
手
術
を
行
い
ま
す
。
手
術
に
関
し
て

は
、
以
前
は
逆
流
し
て
い
る
静
脈
を
抜ば

っ

去き
ょ

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
血
管
内
治

療
(
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
)
で
閉へ

い

塞そ
く

さ
せ
る

手
術
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
熱
で
閉
塞
さ
せ
る
焼

し
ょ
う

灼
し
ゃ
く

術
と
接
着

剤
で
閉
塞
さ
せ
る
塞そ

く
せ
ん栓

術
(
グ
ル
ー
)
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
穿せ

ん

刺し

の
み
で
治

療
で
き
、
当
院
で
は
一
泊
二
日
の
入
院
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

立
位
で
下
肢
の
血
管
が
「
ぼ
こ
ぼ
こ
」

と
拡
張
し
、「
皮
膚
の
か
ゆ
み
や
皮
膚
炎
」

で
お
困
り
の
方
は
、
一
度
血
管
外
科
を
受

診
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

病
院
や
健
康
診
断
で
も
ら
う
血
液
検
査

の
結
果
で
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
か
ご
存

じ
で
す
か
？

　

血
液
検
査
の
結
果
に
は
、
項
目
と
数
値

が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、

詳
し
い
内
容
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

検
査
の
デ
ー
タ
は
、
血
液
に
含
ま
れ
て
い

る
何
ら
か
の
物
質
の
量
を
測
定
し
て
お
り
、

そ
の
物
質
名
が
項
目
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
各
項
目
の
意
味
や
特
性
を
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

検
査
値
が
標
準
的
な
値
よ
り
も
高
値
や

低
値
の
場
合
、
そ
れ
は
ど
こ
か
の
臓
器
異

常
を
示
し
て
い
た
り
、
何
ら
か
の
疾
患
と

関
係
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
判
断
の
『
も
の
さ
し
』
と
な
る
数

値
を
「
基
準
値
」
や
「
基
準
範
囲
」
と
い

い
ま
す
が
、
基
準
値
と
い
う
の
は
95
％
の

健
常
な
人
が
そ
の
中
に
入
る
値
で
、
逆
に

言
う
と
、
5
％
の
人
は
健
常
で
あ
っ
て
も

そ
こ
に
入
り
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
は
、
食

事
や
運
動
、
採
血
し
た
時
間
に
よ
っ
て
も

影
響
が
出
ま
す
。
基
準
値
や
基
準
範
囲
は
、

あ
く
ま
で
も
目
安
の
値
と
考
え
て
い
た
だ

い
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

☎0538-38-5000
ＦＡＸ0538-38-5050

正式名称
基準値

単位

NNHH33
ｱﾝﾓﾆｱ

3300～～9900
μμgg//ｄｄLL

生生化化学学血血清清検検査査

血血中中のの蛋蛋白白・・酵酵素素ななどどをを検検査査しし、、全全身身状状態態をを調調べべまますす。。

項目

解解説説

全全
身身
状状
態態

TTPP
総蛋白

66..66～～88..11
ｇｇ//ｄｄLL

脱脱水水((発発熱熱・・嘔嘔吐吐・・下下痢痢))ななどどののととききにに高高くくななりり、、低低栄栄養養状状

態態、、出出血血ややネネフフロローーゼゼ症症候候群群ななどどののととききにに低低くくななりりまますす。。

そそのの多多くくはは肝肝臓臓ででつつくくらられれるるののでで肝肝機機能能もも反反映映ししまますす。。

AALLBB
ｱﾙﾌﾞﾐ

ﾝ
44..11～～55..11

00..00～～00..55

1133～～3300
UU//LL

肝肝臓臓にに多多くく含含ままれれ、、赤赤血血球球・・心心筋筋・・筋筋肉肉ににもも含含ままれれてていいるる

酵酵素素でですす。。肝肝機機能能障障害害やや血血液液疾疾患患・・心心筋筋やや筋筋障障害害ななどどでで高高

値値でですす。。検検査査前前日日のの飲飲酒酒やや激激ししいい運運動動はは控控ええままししょょうう。。

AALLPP
ｱﾙｶﾘﾌ

ｫｽﾌｧﾀ
ｰｾﾞ

3388～～111133

((IIFFCCCC法法))

UU//LL

肝肝臓臓、、骨骨、、腸腸、、胎胎盤盤にに多多くく含含ままれれるるリリンン酸酸化化合合物物のの分分解解酵酵

素素でで、、ここれれららのの臓臓器器のの障障害害やや、、胆胆道道系系障障害害でで高高くくななりりまま

すす。。小小児児やや妊妊娠娠中中はは生生理理的的にに高高値値でですす。。

AASSTT

（（GGOOTT））

ｱｽﾊﾟﾗ
ｷﾞﾝ酸

ｱﾐﾉ転
移酵素

ｍｍｇｇ//ｄｄ
LL

破破壊壊さされれたた赤赤血血球球かかららのの生生成成物物質質でで、、肝肝臓臓・・胆胆ののうう・・胆胆管管

ななどどにに障障害害がが生生じじるるとと高高くくななりりまますす。。黄黄疸疸のの原原因因ににななりりまま

すす。。柑柑皮皮症症ととはは異異ななりりまますす。。

DD--BBiill
直接ﾋﾞﾘﾙﾋ

ﾞﾝ

UU//LL

肝肝臓臓でで作作らられれ、、血血中中にに供供給給さされれるる蛋蛋白白質質合合成成酵酵素素でで、、肝肝硬硬

変変、、肝肝炎炎、、消消耗耗性性疾疾患患でで低低下下ししまますす。。脂脂肪肪肝肝、、糖糖尿尿病病ななどど

でで高高くくななりりまますす。。

γγ‐‐GGTT

（（γγ‐‐
GGTTPP））

γ(ｶﾞﾝﾏ
)-ｸﾞﾙ

ﾀﾐ

ﾙﾄﾗﾝｽ
ﾍﾟﾌﾟﾁ

ﾀｰｾﾞ

男男::1133～～6644

女女::  99～～3322

UU//LL

肝肝臓臓のの解解毒毒作作用用にに関関連連すするる酵酵素素でで、、アアルルココーールル性性ななどどのの肝肝

疾疾患患・・胆胆道道系系障障害害でで高高くくななりりまますす。。検検査査前前日日のの飲飲酒酒はは控控ええ

ままししょょうう。。

AALLTT

（（GGPPTT））

ｱﾗﾆﾝ

ｱﾐﾉ転
移酵素

男男::1100～～4422

女女::  77～～2233

UU//LL
特特にに肝肝臓臓にに多多くく含含ままれれるる酵酵素素でですす。。肝肝炎炎・・肝肝硬硬変変やや脂脂肪肪肝肝

ななどど肝肝細細胞胞がが破破壊壊さされれるる疾疾患患でで高高くくななりりまますす。。

LLDD

（（LLDDHH））
乳酸脱水素酵素

112244～～222222

((IIFFCCCC法法))

UU//LL

エエネネルルギギーー代代謝謝関関連連酵酵素素ののたためめ、、多多くくのの病病態態をを反反映映ししまま

すす。。肝肝疾疾患患・・心心筋筋障障害害・・悪悪性性腫腫瘍瘍・・血血液液疾疾患患でではは特特にに高高くく

ななりりまますす。。検検査査前前日日のの運運動動はは控控ええままししょょうう。。

ｍｍｇｇ//ｄｄ
LL

全全身身かからら肝肝臓臓にに運運ばばれれるるココレレスステテロローールルでで、、善善玉玉とともも呼呼ばば

れれ、、低低値値でではは動動脈脈硬硬化化のの進進行行要要因因ににななりりまますす。。肥肥満満・・糖糖尿尿

病病・・喫喫煙煙でではは低低くくななりりまますす。。

LLDDLL‐‐CC
低比重ﾘﾎﾟ蛋

白

(悪玉ｺﾚｽﾃﾛ
ｰﾙ)

114400未未満満
ｍｍｇｇ//ｄｄ

LL

肝肝臓臓かからら全全身身にに運運ばばれれるるココレレスステテロローールルでで悪悪玉玉とともも呼呼ばば

れれ、、増増加加すするるととドドロロドドロロ血血液液ににななりりややすすくくななりりまますす。。血血管管

壁壁にに沈沈着着ししてて動動脈脈硬硬化化をを進進行行ささせせまますす。。

肝肝細細胞胞障障害害にによよるる高高度度増増加加でではは、、肝肝性性昏昏睡睡にに至至りりまますす。。

脂脂
質質
系系
検検
査査

TT--CCHHOO
総ｺﾚｽﾃﾛ

ｰﾙ
113300～～221199

ｍｍｇｇ//ｄｄ
LL

食食事事にによよるる摂摂取取、、体体内内ででのの合合成成とと体体外外排排出出ででババラランンススががとと

らられれてていいまますす..、、高高値値持持続続でではは、、動動脈脈硬硬化化がが促促進進さされれ、、心心

筋筋梗梗塞塞やや脳脳梗梗塞塞のの要要因因のの11つつににななりりまますす。。

HHDDLL‐‐CC
高比重ﾘﾎﾟ蛋

白

(善玉ｺﾚｽﾃﾛ
ｰﾙ)

4400以以上上

肝肝
機機
能能
検検
査査

TT--BBiill
総ﾋﾞﾘﾙﾋ

ﾞﾝ
00..44～～11..55

CChhEE
ｺﾘﾝｴｽ

ﾃﾗｰｾﾞ
男男::224400～～448866

女女::220011～～442211

TTGG
中性脂肪

115500未未満満
ｍｍｇｇ//ｄｄ

LL

エエネネルルギギーー源源ととももななりりまますすがが、、余余分分量量はは皮皮下下脂脂肪肪にに蓄蓄ええらら

れれまますす。。血血中中高高値値でではは動動脈脈硬硬化化をを進進行行ささせせまますす。。食食事事のの影影

響響をを受受けけややすすいいののでで検検査査はは食食前前にに行行いいまますす。。糖糖尿尿病病・・肥肥満満

ななどどでで高高値値でですす。。

正式名称 基準値 単位

WWBBCC 白血球数 33330000～～88660000 //μμLL

RRBBCC 赤血球数
男男::443355～～555555
女女::338866～～449922 1100４４//μμLL

HHBB ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ濃度
男男::1133..77～～1166..88
女女::1111..66～～1144..88

gg//ddLL

HHTT ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ
男男::4400..77～～5500..11
女女::3355..11～～4444..44

％％

MMCCVV 平均赤血球容積 8833..66～～9988..22 ffLL

MMCCHH
平均赤血球
ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ量

2277..55～～3333..22 ppgg

MMCCHHCC
平均赤血球

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ濃度
3311..77～～3355..33 gg//ddLL

PPLLTT 血小板数 1155..88～～3344..88 1100４４//μμLL

PPTT ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞﾝ時間 99..55～～1144..55 秒秒

AAPPTTTT
活性化部分

ﾄﾛﾝﾎﾞﾌﾟﾗｽﾁﾝ時
間

2244..00～～3399..00 秒秒

FFiibb ﾌｨﾌﾞﾘﾉｹﾞﾝ定量 115500～～445500 mmgg//ddLL

FFDDPP
線維素分解産物

定量
55..00以以下下 μμgg//mmLL

DD--ddiimmeerr D-dimer 11..00以以下下 μμgg//mmLL

炎炎
症症

EESSRR
赤血球沈降速度

(1時間値)
男男::1100以以下下
女女::1155以以下下

ｍｍｍｍ
赤赤沈沈。。炎炎症症反反応応やや生生体体組組織織のの破破壊壊のの有有無無ががわわかかりり、、全全身身状状
態態のの把把握握やや経経過過観観察察にに使使わわれれるる。。

血血
球球
算算
定定
検検
査査

貧貧血血のの有有無無とと貧貧
血血のの程程度度ががわわかか
りりまますす。。

凝凝固固機機能能をを調調べべまますす。。延延長長すするるとと止止血血困困難難ににななりりまますす。。血血
栓栓傾傾向向をを是是正正すするるワワーーフファァリリンン（（抗抗凝凝固固剤剤））のの効効果果をを判判定定
ししまますす。。肝肝機機能能障障害害にによよりり延延長長ししまますす。。

血血小小板板とと共共にに止止血血ののたためめのの凝凝固固塊塊をを作作るる蛋蛋白白質質でですす。。肝肝機機
能能障障害害ななどどでで低低下下、、炎炎症症性性疾疾患患でで高高くくななりりまますす。。

赤赤血血球球のの大大ききささでですす。。

貧貧血血のの種種類類ががわわ
かかりりまますす。。

赤赤血血球球ののﾍﾍﾓﾓｸｸﾞ゙ﾛﾛﾋﾋﾞ゙ﾝﾝ含含有有量量でですす。。

赤赤血血球球ののﾍﾍﾓﾓｸｸﾞ゙ﾛﾛﾋﾋﾞ゙ﾝﾝ含含有有濃濃度度でですす。。

白白血血球球はは、、病病原原体体かからら体体をを守守るる主主役役ととななりりまますす。。リリンンパパ球球
ななどど55種種のの成成分分かかららななりり、、血血液液疾疾患患、、感感染染症症、、炎炎症症性性疾疾患患
でで変変化化ししまますす。。

赤赤血血球球はは、、血血液液のの主主成成分分でで、、酸酸素素をを全全身身
にに運運びび、、22酸酸化化炭炭素素をを肺肺にに運運びび出出すす役役目目
ががあありりまますす。。

ヘヘモモググロロビビンンはは、、鉄鉄分分をを含含むむ蛋蛋白白質質でで、、
赤赤血血球球のの主主成成分分でですす。。濃濃度度低低下下でで酸酸素素運運
搬搬能能力力がが低低下下ししまますす。。

血血中中のの赤赤血血球球容容積積のの割割合合でですす。。

血血小小板板はは、、止止血血ののたためめにに重重要要なな血血球球でで、、減減少少すするるとと凝凝固固機機
能能がが低低下下ししまますす。。肝肝疾疾患患、、感感染染症症ででもも異異常常値値ににななりりまますす。。

血血漿漿中中因因子子のの凝凝固固機機能能をを調調べべまますす。。延延長長すするるとと、、止止血血困困難難
ににななりりまますす。。ヘヘパパリリンン（（抗抗凝凝固固剤剤））のの効効きき具具合合をを判判定定ししまま
すす。。PPTTとと合合わわせせ、、手手術術前前検検査査でですす。。凝凝

固固
機機
能能
検検
査査

FFDDPPのの一一部部でで、、FFDDPPととのの割割合合にによよりり病病態態のの推推定定ををししまますす。。

凝凝固固塊塊溶溶解解にによよるる分分解解産産物物でで、、血血栓栓症症のの有有無無ががわわかかりりまますす。。

項目

検検査査結結果果ののごご案案内内

　　ここれれはは、、磐磐田田市市立立総総合合病病院院臨臨床床検検査査技技術術科科のの基基準準値値でですす。。検検査査結結果果はは、、検検査査機機器器やや個個人人差差等等、、種種々々のの要要因因にに
よよりり変変動動ししまますす。。ひひととつつのの検検査査結結果果だだけけでで病病態態をを判判断断すするるここととはは困困難難でですす。。問問診診やや画画像像検検査査、、前前回回値値かかららのの変変
化化ななどど、、複複数数項項目目をを合合わわせせ、、医医師師がが総総合合的的((臨臨床床的的))にに判判断断ししまますす。。
　　ごご不不明明なな点点ががあありりままししたたらら、、担担当当医医師師ににごご相相談談くくだだささいい。。

血血液液学学的的検検査査 採採血血にによよりり、、血血中中のの細細胞胞やや止止血血成成分分（（凝凝固固機機能能））ににつついいてて調調べべるる検検査査でですす。。

解解説説

▲検査結果のご案内
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